


理解が広がることを期待している。 

○ 手作りのパン工房があるが、1日３００個から３５０個のパンが完売の状態である。

パンは、出来るだけ地元のものを手をかけて作っていきたいと考えている。 

○ 売り上げを伸ばさなければならないが、地域の人に愛される「アプローチ」であり

たい。 

○ 紀宝町の中には、買い物に困っている高齢者がいるので、できれば、あらかじめ予

約を受けての宅配業務をやりたい。そのときに問題になるのが、双方向の通信手段

をどうするか。 

○ いくら不便な地域でも、住み慣れた地域で安心していつまでも健康で生活してもら

えるためにこの店を拠点にしながら、紀宝町内から買い物困難地域の解消を目指し

ていきたい。 

○ 「アプローチ」で働く障がい者は、紀宝町内だけでなく、御浜、熊野、那智勝浦

町などからも来ている。障がい者にとって県境とか町境なんてありませんよって

言われて、はっと僕らは思った。 

 

 

   
 

 

 

 

 

【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

 

○ 「アプローチ」は、障がい者の働く場という意味だけでなく、買い物困難者の方の

買い物支援対策であったり、地域のたまり場的な機能など複合的な目的で設置され

ている点がすごい。 

○ 「アプローチ」は、いい仕組みであり、県もどう支援できるか検討したい。 

○ 「アプローチ」は、福祉について学べる場である。 

○ 双方向の宅配業務で検討している通信手段は、社会福祉協議会で考えていただきた

いが、支援が出来ないか考えたい。ITを活用した徳島県の上勝町の葉っぱビジネス

知事の似顔絵の描かれたケーキがプレゼ

ントされ、参加者でいただきました。 

従業員の方から「アプローチ」で働く楽しさ

を伺いました。 



の例もある。現在の制度のなかでも使えるものがないかを検討したい。 

 

 

※ パン工房の名前を付けて欲しいとの要望を受け、知事から「パン工房 結（ゆい）｣

という名前が提案され、皆さんの賛同を得て、決定しました。 

  これは、地元のおいしい食材と、地元の人たちを結びつける。また、ここはたま

り場で人と人の心を結びつけるという想いで付けた名前です。 

 

 

 

 


